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沖縄惧菖鉄道99覇訊跡調査概要
(1)はじめに

平成27年12月から平成28年4月にかけて発掘

調査を行った 「沖縄県営鉄道那覇駅跡Jにつ

いて紹介します。沖縄県営鉄道那覇駅跡は那

覇市泉崎 l丁目20に所在し、現在工事中の那

覇バスターミナルの敷地内に立地します。発

掘調査はモノレール旭橋駅周辺地区第一種市

街地再開発事業に伴うもので、工事中に発見

された転車台（ 1号遺構）と車両点検ピット

と推定される遺構（ 2 • 3号遺構）を対象に

実施されました。これらの遺構は沖縄本島で

大正 3年から昭和20年まで「ケービン」と呼

ばれ親しまれていた軽便鉄道に関連するもの

です。

(2)遺跡の概要

沖縄県営鉄道那覇駅は、明治終わり頃の埋

立地である現在の泉崎にて1914年（大正 3)

に開業しました。赤瓦罪き木造平屋建ての駅

舎には売店もあり、西側には鉄道管理所や交

番が置かれました。北側には転車台・機関

庫・修車庫・石炭置場等が設けられました。

しかし施設の大部分は1944年（昭和19)10月

10日の空襲により焼失、翌年には戦争の激化

により鉄道は運行を停止しました。戦後、

那覇駅跡地には1959年（昭和34) に那覇バス

ターミナルが開設されました。

那覇バスターミナルの敷地内にある『仲島

の大石』は、埋め立て前の古地図にも描か

れ、県指定史跡として当時と同じ位置に残っ

ています。

(3)発掘調査の概要

1号遺構は那覇バスターミナルの敷地内西

端、 2 • 3号遺構は敷地内のほぼ中央で発見

されました。遺跡の層序は、 I層（戦後のバ

スターミナルに伴う造成土）、 II層（那覇駅

に伴う造成上）、 m層（明治終わり頃の埋立

土）、 W層 （埋立て以前）の 4つに分けられま

す。

1号遺構（転車台）

転車台は機関車の向きを回転する施設で、

沖縄の軽便鉄道駅において唯一、那覇駅に設

置されました。発見された転車台は、機関車

を載せる部分は失われていますが、土台部分

全体の約 8割が残っていました。規模は直径

6.8mの円形のレンガ製で、高さはコンクリー

ト基礎からレンガ上部まで最大l.lmありま

す。転車台はレンガ積みとコンクリート基礎

の本体部分、中央に位置する回転軸から構成

され、これらの下には 3列に並ぶ直径18cmの

木杭と様々なサイズの根固め石が確認されま

した。

レンガ積みは 2段構造になっています。

1段目は幅約0.95mの4段積みで、 2段日は

幅約0.5m、最も残りの良い箇所で 5段積み

ですが、当時の写真から本来は13段程あっ

たと推測されます。 1段目には円形のレール

を固定していたと思われる 2列の鉄筋が確認

されています。レンガの積み方はイギリス積

みと呼ばれる、長手の段と小口の段を交互に

配置し、縦方向の目地が一直線に並ばないよ

うにして強度を出す方法が用いられていま

す。レンガのサイズは長さ22~24cm、幅11~

11.5cm、高さ5.8~6cmと若干のばらつきがあ

り、目地の厚さも 一定ではなく、転車台の形

状や水平を保っためモルタルで調整していた

と考えられます。

コンクリート基礎は幅1.3~1.5m、高さ0.2~

0.4mで、回転軸を中心にドーナツ状に設置さ

れています。外側は多角形状とな っています

が、内側は円形になるよう整形している様子

が窺えます。コンクリートの骨材には約 5cm

の石灰岩砕石や海砂を使用していると考えら

れます。また、南側のコンクリート基礎には
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直径12cm、厚さ約 1cmの陶管が埋め込まれ

ており、排水溝であると考えられます。

コンクリート製の回転軸は東側を破損して

いますが、高さ0.5m、一片1.4mの正方形で

あったと思われます。中心部は約0.6m四方で

くり抜かれ、中央に位置する木杭跡の周囲 4

箇所では金属が埋め込まれた痕跡を確認でき

ました。

2 号遺構 •3 号遺構

2号遺構と 3号遺構は 1号遺構の東側約

75mに所在します。 2号遺構は長軸8.26m、

短軸1.65m、最大高0.75m、 3号遺構は長軸

8.5m、短軸1.6m、最大高0.85mです。いずれ

も平面形状は長方形で、断面形状は凹状を呈

しています。遺構の上部は欠損しているため

詳細は不明ですが、レンガ積み・コンクリー

ト基礎・根固め石・木杭の構成は 1号遺構と

同じです。両遺構の配置関係は直列に並ば

ず、 2号遺構からみて 3号遺構は北東へ約2.4

m離れて位置しています。

2号遺構は最大5段、 3号遺構では最大6

段のレンガ積みが残っています。レンガの積

み方は 1号遺構と同じイギリス積みです。レ

ンガ積み外側は階段状になっており、 2号遺

構では 1箇所、 3号遺構では 2箇所の段差が

認められます。

レンガ積み内側のコンクリートの床面に

は、集水口と思われる、直径14cmの陶管が埋

め込まれた穴を 1箇所ずつ確認できました。

床面は穴に向かって緩やかに傾斜していま

す。陶管はコンクリート基礎内を通り、遺構

の外面に続いているため、排水溝と考えられ

ます。 2号遺構の排水口は陶管の方向から一

部損壊した北西短軸側にあったと推測されま

す。 3号遺構の排水口は北東長軸側で検出さ

れました。

コンクリート基礎は高さ約0.4mで、壁面と

四隅角に残る木片や長軸方向に等間隔で並ぶ

細い木杭跡は基礎を造る際の型枠の跡と考え

られます。

木杭は両遺構のレンガ積みのほぼ真下で、

各40本確認されました。木杭の配列には、長

軸方向に一列に並ばないような一定の規則性

が認められます。 2号遺構から回収したほぼ

完形の木杭は、直径約15cm、長さ約3.5mで

す。木杭の上端は約15cmを一回り細く加工

し、先端は尖らせています。木杭の検出状況

から、木杭の上端部はおおよそ根固め石の上

面と同じ高さであることが分かりました。

出土遺物

今回の調査では、青磁、本土産磁器、沖縄

産陶器、円盤状製品、鉄製品、獣骨類や貝

類、木製品など様々な種類の遺物が出土して

います。遺構に伴う遺物は、レールと枕木を

固定する犬釘や陶管です。ほかに、 2 • 3号

遺構では刻印のあるレンガが確認されまし

た。刻印は直径1.2cmの円内に 1~3本の線を

刻んだものです。また、遺構とは直接関係の

ない沖縄産無釉陶器が多く出土しています。

それらの中には、いわゆる窯クソが付着した

ものや焼成時に失敗し製品とならなかったも

の、窯道具、窯壁など窯業に関連する遺物が

含まれます。

(3)おわりに

以上、沖縄県営鉄道那覇駅跡の概要につい

て紹介しました。 2016年3月26• 27日には一

般市民対象の現地見学会を開催し、見学者は

約300名訪れました。 1号遺構（転車台）は、

近代沖縄の交通・産業の歴史を理解する重要

な遺構として、保存活用されることとなりま

した。
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調査地点位置図 {S=1:10,000)
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遺構配置図
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転車台模式図

転車台坑

本来はもう少しあった
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コンクリート基礎

レンガ（隙間はモルタルで調整）

陶管はコンクリートで覆われている

回転軸（内部構造不明）

掘り方
木杭
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1号遺構 （転車台）平面図
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1号遺構 （転車台）見通し断面図
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2号 ・3号遺構平面図

2号遺構
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3号遺構立面図①
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3号遺構立面図② 3号遺構立面図③（陶管排水口）
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調査地遠景 南西より
左手にモノレール旭橋駅がみえる。

調査地遠景 南西より
中央やや左にみえる緑地帯は『仲島の大石』。
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調査地遠景南より
2 • 3号遺構は工事中の敷地内中央に位置する。
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転車台 (1甲廠） 北西より
ドーナツ状のコンクリート基礎とレンガ積み、中央には回転軸。

転車台 （俯諏） 北西よ り
レンガ積みは 2段構造になっている。

回転軸 （俯諏） 西より
中央の木杭跡の周囲 4箇所に金属が取り付けられた跡。
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回転軸 東より
手前側に 4本の木杭跡がみえる。

排水溝 （陶管） 北より
手前側は三角形の屋根が付いている。

排水溝（陶管） ．西より
レンガ積み基礎下の陶管はコンクリートで覆われている。
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掘り方検出状況西より
コンクリート基礎の外側に幅約 40cmの落ち込みを確認する。

木杭検出状況西より
8本の木杭を検出する。

撚諷・木製品 (IV層）出土状況南より
手月ljの角杭は撚縄が巻かれている状態で検出される。



2・3号遺構全景東より
手前が3号遺構。

2・3号遺構調査前南より
手前が3号遺構。

2号遺構 南西より
コンクリート基礎の上にレンガを積んでいる。
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3号遺構全景南東より
レンガが階段状に積まれている。

3号遺構内側南東より
短軸側に段差が設けられ、手前に陶管が埋め込まれた集水口がみえる。

2号遺構集水口 南東より
集水口へ水が集まり易いようにモルタルで勾配をつけている。
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3号遺構排水口 北東より
コンクリート基礎より数 cm出ている。木材は型枠？
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2号遺構コンクリート基礎に残る杭痕（北西角隅） 南より

2号遺構木杭北東より
一定の規則性を持って打ち込まれている。
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3号遺構トレンチ内検出石組遺構
那覇駅に関連するものかは不明。
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2号遺構から回収した木杭

南より
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2・3号遺構調査完了（遠景）
遺構解体後の調査地。

長さ 3.5mで、上端が細 く加工さ れている。

南より



人力掘削作業

ー、
三次元レーザー測量

現地見学会
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犬釘 (1号遺構）

刻印付きレンガ (2号遺構）

陶管 (3号遺構）
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中国産青磁

本士産磁器

沖縄産陶器
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